






























































































































































Keystage1 Keystage2 Keystage3 Keystage4
年齢 57 711 1114 1416
学年 12 36 79 1011
英語 ● ● ● ● コア教科
数学 ● ● ● ● コア教科
理科 ● ● ● ● コア教科
デザインと技術 ● ● ● ● 基礎教科
ICT ● ● ● ● 基礎教科
歴史 ● ● ● 基礎教科
地理 ● ● ● 基礎教科
現代外国語 ● ● 基礎教科
美術とデザイン ● ● ● 基礎教科
音楽 ● ● ● 基礎教科
体育 ● ● ● ● 基礎教科






































































































































分 野 キーステージ11 キーステージ12
ライフプロセスと生物 1A「私たち自身」
1B「植物の成長」
2A「健康と成長」
2B「その土地の環境の植物と動物」
2C「変化」
物質とその性質 1C「材料の分類と使用」 2D「物の分類と変化」
フィジカルプロセス 1D「明るさと暗さ」
1E「押すことと引くこと」
1F「音と聞くこと」
2E「力と運動」
2F「電気の使用」
以上のように，キーステージ1におけるユニットの内容は，物理，化学，生物，地学といった広範
囲から構成されている。しかし，これらの内容は，従来の科学の系統からではなく，子どもの生活の
視点から構成されているところに特徴がある。このことは，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる視
点から重要である。
（3） ナショナルカリキュラムにおけるキーステージ1の内容構成
上述したナショナルカリキュラムのキーステージ11，12に示されたユニットの具体的内容
14）の
一部は次の表5のように整理することができる。
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表5 キーステージ1の具体的な内容
ユニット名 ユニットの説明 学習項目
1A「私たち自身」 ・子どもは，身の回りの世
界を調べるために，感覚
の使い方を学ぶ。
・子どもは，人間と他の動
物との動きや成長につい
て学習する。
1）身体の部分。
2）五感。
3）動物と人間。
4）成長と変化。
5）大人と子どもの動物との一致。
6）大人への成長。
7）人間による違い。
8）動物の動き方。
9）生物と無生物。
10）食べることと飲むこと。
1B「植物の成長」 ・子どもは，成長し変化す
る生物として，植物につ
いて学ぶ。
1）はじめに。
2）植物の発見。
3）植物の成長の観察。
4）食べ物としての植物。
5）植物への給水。
6）植物と光。
7）植物と人工的な植物。
8）まとめ。
1C「材料の分類と使用」 ・子どもは，身の回りの物
の特性と使い方について
学ぶ。
・子どもは，物を比較した
り，説明したりするため
の言葉について学ぶ。
1）異なった素材間の違い。
2）視覚を使わないで，素材を見分けること。
3）異なった素材について記録すること。
4）多様な物を記録すること。
5）異なった素材の分類。
6）素材の特性。
7）磁性と無磁性の物。
8）目的による物の選択。
9）織物と紙のテスト。
10）防水性の素材。
11）まとめ。
1D「明るさと暗さ」 ・子どもは，物を見るには
光が必要であることを学
ぶ。
・子どもは，暗いときは太
陽も光もないことを学ぶ。
1）はじめに。
2）光と視覚。
3）光源。
4）夜間の明かりの使用。
5）暗闇で見ること。
6）太陽。
7）光る物と光源。
8）練習。
1E「押すことと引くこと」 ・子どもは，動き方の違い
とその説明の仕方を学ぶ。
1）物を動かすこと。
2）動き方を説明すること。
5 プラウデン報告に見られる子どもの自然認識の萌芽の位置付け
上述したナショナルカリキュラムの源流の1つとして，1967年，イングランド中央教育審議会が
プラウデン（Plowden）を議長として作成した「子どもと初等学校（ChildrenandtheirPrimarySchools）」
（ThePlowdenReport，1967）の報告書がある。この報告書はイギリスの初等教育における理科教育の
基本的な考え方や改善点を示しており，その内容は次のように要約できる15）。
（1） 子どもの身近な動植物の直接観察を重視すること
従来の小学校で，伝統的に教えられていた理科は「自然学」（naturestudy）であった。この内容は，
身近では見られない動物や鳥，植物，昆虫などについて詳しく説明することであった。このような
学習では，子どもは興味関心をもっても，直接観察を行う機会はなかった。したがって，教師は
博物学の知識を多くもっていない限り，小学校での理科を充分に教えることはできないこととなり，
子どもにとっては，理科は不満足な教科の1つであった。
（2） 生物教材に偏することなく，物理的教材を導入すること
生物教材を扱う子どもの探究を制限することはないが，教師の中には物理学の堪能な教師もいる。
したがって，物理的教材を多く取り入れる必要がある。また，低学年の子どもにとって，物理的教
材は面白く興味関心の源である。なぜならば，多くの子どもは，模型，磁石，サイホン，電気お
もちゃ，レンズなどで遊んだ経験を有しているからである。
（3） 学習方法として「発見学習」を重視すること
子どもの「発見学習」（learningbydiscovery）を重視している。教師が提供した環境によって，子
どもは好奇心を高め，疑問をもち，答えを探るようになる。この場面で，教師が答えを，子どもに
すぐに話したり，答えの発見方法を完全に示すならば，すべての興味関心を失ってしまう。一方，
教師は子どもが探究する場において，長時間，助言なしにしておくことを避けるようにしなければ
ならない。
（4） 知識を教え込まないようにすること
子どもは，探究を通して書物を読むようになる。そして，書物から得られた情報は，子どもの新た
な研究の出発点となることがある。しかし，知識を教え込まないようにすることである。したがっ
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ユニット名 ユニットの説明 学習項目
・子どもは，押すことと引
くこととを，関係付ける
ことを学ぶ。
3）物を押すことと引くこと。
4）動くものを止めること。
5）動きの原因。
1F「音と聞くこと」 ・子どもは，多様な音や音
源について学ぶ。
・子どもは，音を聴覚と関
係付け，音は音源から伝
わるという考え方につい
て学ぶ。
1）はじめに。
2）音を聞くこと。
3）異なった音を出すこと。
4）音を説明すること。
5）いろいろな音。
6）聞き方。
7）聞くことと安全性。
8）大きな音。
9）音と距離のテスト。
10）結果を示すこと。
11）まとめ。
て，書物を読むことには問題がないが，子どもに初めから書物だけを読ませ，書物からだけの情報
を子どもに教え込むなら，小学校理科の目標は失われてしまうだろう。
（5） 子どもは言葉を通して経験の意味や目的を自覚すること
理科を探究した子どもは，英語（国語）を話したり書いたりする点で著しい進歩を示す。なぜなら
ば，子どもが直接経験を正確に記録することから，経験の意味や目的を自分の言葉を通して自覚す
るようになるからである。
（6） 子どもが理科を1つずつ作り上げること
子どもが不正確で断片的な知識をもつことについては批判的な人もいる。しかし，子どもの知識は
常に不完全であっても，次第に首尾一貫した理科を自ら作り上げる。探求による学習が，必ずしも
すべてうまくいくわけではない。中学校の理科の教師は，子どもが不完全で不正確で，しかも非科
学的である断片的な情報をもつことを恐れている。しかし，知識は常に不完全であり，子どもはど
のような状況においても自分が獲得した理解を首尾一貫できるよう，1つずつ作り上げていくもの
である。すなわち，低学年の理科においても子どもの好奇心を失わず，いろいろな分野で直接経験
による発見の経験や探求をすすめ答えを見出そうとする方法が，子どもに身に付くならば，理科教
育の充分な素地となるであろう。
井出は，上述したプラウデン報告を基にしたイギリスの低学年理科教育の考え方の意義について次
のように指摘している16）。
・子どもの自然科学的な考え方や追究の仕方は小学校入学前の時期から始まり，その後の進学や大
人に成長した段階でも続いていく。
・子どもの自然科学的な考え方や追究の仕方は子ども一人ひとりによって異なり，学校段階や学年
の区別によって制限されるものではない。
・低学年理科の段階では，あらゆる感覚を動員する直接観察が最も重要であり，この経験が次第に，
他の事象の分析や分類などにも広がっていく。
したがって，幼年期における自然認識の萌芽は，その後の学習や成長の基盤となることから，一層
の伸長を図る理科カリキュラムの充実が検討されなければならない。
6 プラウデン報告を基にした自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの視点
プラウデン報告は，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの視点から次のように
捉え直すことができる。
第一は，直接経験の重視である。子どもは日頃から身近な動植物と様々な触れあう経験をもってい
る。このような経験を生かし，聞く，触れる，嗅ぐなどの諸感覚を駆使し，心と体が一体となった活
動を通して，子どもの知的好奇心を高め積極的に探究しようとする意欲を向上させることである。す
なわち，子どもが自然事象に能動的に関わりながら，自らの直接経験を通して自然認識の萌芽を伸長
していくことを志向しているといえる。したがって，教室や学校近隣での活動を様々に工夫し，子ど
も一人ひとりの経験の範囲を広げることが大切である。
第二は，物理的教材を多く取り入れることである。それは，子どもの日常的な生活に磁石や電気な
どの物理的教材が身近に存在し，それらと関わりながら生活をしているからである。また，生物教材
と比較するなら，子どもが物理的教材に働きかける際の反応がより短時間で確認でき，様々な試行錯
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誤を繰り返しながら探究活動が展開できるからである。
第三は，子ども自らの問い，解決の方法，彼らの答えを重視するなど，彼らの問題解決的な学習を
重視することである。子どもにとって，外界は興味と刺激にあふれた世界である。この外界と関わる
直接経験による学習を通して，子どもは外界を受動的に吸収するのではなく，自分の興味をもった内
容を自分の方法で追究することを通して能動的に理解していく。
このような経験を通して，子どもは外界に対する彼ら固有の概念を構成していくといえる。その際，
教師による問題の提示や解決の方法の示唆など，子どもの興味関心や問題解決の意欲を低下させな
いような指導の仕方が考慮されなければならない。無論，子ども相互，子どもと教師との話し合いは
重要な条件である。
第四は，子どもが経験を通して構成する概念の多様性を，重視することである。すなわち，子ども
は学習前の既有の知識や経験も異なり，学び方も多様である。しかも，子どもの概念構成は経験を通
してなされることから，構成の仕方は子どもによって異なるからである。
したがって，子どもに概念構成の時間や方法を一律に強いることはできない。この過程では，教師
が子どもにとってふさわしい教材と活動の場や時間を保証することによって，彼らの自然認識の萌芽
の伸長を支えていくことが肝要である。すなわち，知識を教え込むのではなく，子ども自らが固有の
知識を構成できるように指導することである。
第五は，子どもの言葉による表現を重視することである。子どもは学習の様々な体験から得られた
内容を文字や言葉，絵や図などで表現する。そして，言葉を通して，自分の体験の意味や目的を自ら
確認し固有の概念を構成していくといえる。勿論，この時期の言葉の発達も重要である。子どもは自
分の直接観察によって得た情報を充分伝えることはできないし，言葉も充分備わってはいないといえ
る。しかし，子どもが経験を重ねることによって，言葉を増やし，その意味を自分で獲得していくの
である。
第六に，子どもは自分の見方や考え方の整合性を作り上げていく存在であるということである。す
なわち，子どもは小さな大人ではない。子どものものの見方や考え方は大人から見ると整合性が不十
分であると見えるが，彼らの方法で見方や考え方の整合性を作り上げていく存在である。その意味に
おいては，子どもが首尾一貫した自然認識の萌芽を伸長していくことを重視すべきである。
この報告書からは，幼年期の子どもの自然認識の萌芽伸長の方策の視点を読み取ることができる。
具体的には，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる，学習過程，教材，時間や場の保証などであり，
これらは，今後，低学年の教科構成の在り方や教科内容方法を検討するに当たって，重要な示唆を
提示している。
本研究のまとめと今後の課題
新学習指導要領が全面的に実施される中，初等教育において科学的リテラシーを体系的に育てるカ
リキュラムの開発が求められている。本論文においては今後の教科構成検討も含んだ学習指導要領の
改訂を見通し，初等教育における科学的リテラシー育成の理科カリキュラムに焦点を当て，分析検
討した。その結果，子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラムの視点から，次のような
知見が得られた。
イギリスのナショナルカリキュラムの礎となったプラウデン報告からは，幼年期の子どもの自然認
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識の萌芽伸長の方策の視点を読み取ることができる。具体的には，子どもの自然認識の萌芽を伸長さ
せる，学習過程，教材，時間や場の保証などであり，これらは，今後，低学年の教科構成の在り方や
教科内容方法を検討するに当たって，重要な示唆を提示している。
本論文では，英国を中心とした理科カリキュラムを分析検討したが，今後は，米国のカリキュラ
ムを基に，子どもの理科カリキュラムの構想を提案することが課題である。
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